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2013－14年度 地区補助金申請用 （2014－2015年度実施）
国際ロータリー第2790地区では、以下のように2014－15年度使用地区補助金要項を定めています。
· クラブの参加資格
　　地区補助金を申請出来るクラブは、次の要件を満たしていなければなりません。

　● クラブの参加資格認定：覚書（ＭＯＵ）を、プロジェクト実施年度のクラブ会長と会長エレクトが署名して地区に提出する。

　● 毎年最低１名の会員を、地区ロータリー財団委員会が開催する「補助金管理セミナー」に出席させる。

· 申請期日等

	　提案書提出時期
	　3月1日～5月15日（相談期間は2014年4月末日まで）

	　申請書提出期間
	　　　5月15日締切り　（当日消印有効）

	　審査機関
	　　　5月15日～　5月末日

	　交付期間
	　ロータリー財団より地区に補助金が振込まれ次第

	　プロジェクト実施時期
	　2014年７月１日～2015年４月30日

	　最終報告書提出期日
	　プロジェクト完了後１ヵ月以内　最終期限４月30日


	補助金の条件
	支給条件
	　人道的なプロジェクトへの支給は、緊急性、受益者の数、人道的重要度を審査の主眼とします

	
	
	　高校生、大学生への奨学金の支給は、地区に個別で相談してください　(当地区は本年度は実施しない方針です)

	
	
	　事情により、地区ロータリー財団委員会の裁量により補助金の条件を変更する場合があります。

	
	遵守誓約
	　補助金の主たる目的通りに適正に資金を活用すること

	
	
	　財団の定める授与と受託の条件を順守すること

	
	
	　地区との「報告・連絡・相談」を密接にすること


· 地区補助金の対象となる事業は、次の事業です。

●　財団の使命にあてはまる活動
●　ロータリアンが積極的に関与する活動
●　地区ロータリー財団委員会が定めた条件に合致する活動

· 地区補助金の対象となる活動・対象とならない活動
第2790地区ロータリー財団委員会では、地区補助金の対象となる活動と対象にならない活動について、具体的な例を以下のように定めています。
　● クラブが毎年継続して活動しているものについては、概ね５年間に１回申請することができます。
　● 飲食に関する費用は、活動の中で必要と認められたものについては適格とします。
　● 人道的な活動で、本当に困っている人々を支援する活動は適格です。
　● 物品を贈呈する活動は、単なる贈呈は不適格です。ロータリアンが積極的に参加するような活動に伴う贈呈で、不特定多数の人々のために利用されるものは適格です。特定の人に贈る場合は不適格です。
　● 建物の新築と増築は不適格です。既存の建造物の改装・修理は適格です。
　● 子供達の研究・学習・放課後のプログラム支援事業も可能ですが、補助金の対象にならない場合もあります。事前に地区ロータリー財団委員会にご相談ください。
　● 単なる文化的な体験学習やイベントは不適格です。
　● 地域の障害者や高齢者のための支援活動は適格です。単なる娯楽的なものは不適格です。
　● コンサートや単なる文化的講演会は不適格です。
　● お祭りや行事への協賛、他団体が実施する活動への協賛は不適格です。
　● 史跡の標識やモニュメントに類したものは不適格です。
　● ホームページの作成費用は不適格です。
　● 障害者をサポートして美術館等へ招待する活動は、障害者のチケット代は適格です。
　● 植樹や環境保全、環境美化活動、公園の遊具やベンチ、これらの維持管理道具類の寄贈は、地域社会全般に役立つものであれば適格です。
　● プロジェクト実施のための傷害保険料は適格です。
　● ロータリアンのための費用は、全て不適格です。

· 申請書の留意点
　● 地区補助金の申請には、別紙ロータリー財団地区補助金申請書(様式311)にワープロにて記載し、プロジェクト実施年度のクラブ会長と会長エレクトが署名し、ガバナー・エレクト事務所に郵送してください。
　● プロジェクト名は、プロジェクトの内容を短い文章で表現してください。
　● プロジェクトの説明については、地域社会のニーズが高いこと、人道的に必要なものであること、本当に困っている人々のためのものであるか等が十分理解されるように記述してください。

　● ロータリアンの参加については、具体的に記述してください。
　● 予算は、地区補助金の対象となるものについて記載してください。金額は日本円で記載してください。

　
